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進路支援の手引き

富山県立しらとり支援学校

小学部
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教育目標「自立と社会参加を目指し、心身ともに健康で、自分らしく人や社会とつ

ながろうとする児童生徒を育成する」を踏まえ、児童生徒が将来希望する社会生活を

送るために学校生活全体を通して生きる力を高め、一人一人に応じた進路選択ができ

るよう取り組んでいます。 

 

 

＜進路支援のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１ 本校の進路支援について 

健康・体力 自己有用感  自己肯定感 人との関わり 

基礎学力   身辺処理能力  基本的生活習慣 

 

 

 

 

就業体験に基づく進路選択 

制度の理解 自己調整 

作業能力 働くことの意義 

意思表示 役割の理解と実行 

自立と社会参加 
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学年 進路に関する学習 

１年 ・お店屋さんに行こう（模擬のお店） 

２年 
・おうちのしごとをやってみよう 

・買い物に行こう（買い物ごっこ） 

３年 
・お手伝いをしよう 

・お使いをしよう 

４年 ・お店屋さんになろう 

学年 進路に関する学習 

５年 

・働く人を探そう（校内） 

・働く人を見に行こう（郵便局） 

・郵便局の仕事をしてみよう 

６年 

・あこがれの仕事をやってみよう 

・働く人を見に行こう（消防署） 

・もうすぐ中学生 

・ものづくりをしよう（ミニ作業販売会） 

・もうすぐ卒業 

２ 小学部の進路支援について 

１～４学年の進路に関する学習  

５、６学年の進路に関する学習  

＜進路支援に関する学習（児童）＞ 
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５年 ６年 

 進路希望調査（４月） 

保護者懇談会（６月） 

障害福祉サービス事業所合同説明会（７月） 

 本校中学部体験入学（８月） 

保護者懇談会（１０月） 

小学部進路説明会（１２月） 

 本校中学部半日入学（２月） 

保護者懇談会（３月） 保護者懇談会（２月） 

富山大学教育学部附属特別支援学校等の 

学校見学会の案内を対象学年に配付 

小学部で留意していること  

① 「できた」体験を積み重ねること 

② 主体的に活動する機会を設定すること 

③ 好きなこと・興味のあることを大切にすること 

④ 様々な体験や経験ができる機会を設定すること 

⑤ 身の回りにいる人の存在やそれぞれの違いに 

気付ける機会を設定すること 

⑥ 様々な役割に気付き、あこがれの存在をもてる 

  ようにすること 

「何かをすることによって人に認められ、人の役に立っ

ている」と感じられる「自己有用感」や「自己肯定感」を

たくさん経験し、心に蓄えることが大切！ 

＜進路支援に関する学習（保護者）＞ 

保護者の進路に関わる行事（年度によって変更あり）  
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中学部１年 中学部２年 中学部３年 

○「すてきな中学生になろう」 

・中学生らしい身だしなみに

ついて知る。 

・挨拶や正しい言葉遣いの大

切さを知り、友達や教師と

挨拶を交わす。 

 

 

○「お手伝いをしよう１」 

・家庭で家事活動に取り組む 

ことができるように家庭生 

活に必要な掃除、洗濯につ 

いて方法を知り、基本的な 

技能を身に付ける。 

 

 

○「お手伝いをしよう２」 

・家庭生活に必要な食事の準

備や片付けについて方法を

知り、基本的な技能を身に

付ける。 

 

 

○「自分のことについて発表し

よう」 

・得意なことや好きなことを

発表し合う。 

・自分の成長の過程を振り返 

り、ワークシートなどにまと

めて発表する。 

 

 

○「家事をしよう」 

・掃除や整理整頓など自分で

できる家事活動に取り組み、

家庭で自分の役割を果たす。 

 

 

○「働く人を見学しよう」 

・働く人の見学を通して、仕事

の内容や仕事をするときに

大切なことを学習する。 

 

 

○「仕事について知ろう、体験

しよう」 

・身近な人の仕事やなりたい

職業について関心をもつ。 

・友達と協力して軽作業に取

り組む。 

 

 

○「サポーターズクラブの一員

になろう」 

・身近な大人からの依頼や困

りごとを聞いて、解決を目指

して友達と一緒に取り組む。 

 

 

○「進級について考えよう」 

・２年生の１年間を振り返り、 

３年生に向けての心構えを 

考える。 

 

○「進路について考えよう１」 

・高等部の学習や入学検査まで

の予定について話を聞いたり

調べたりし、中学部卒業後の

進路について希望と見通しを

もつ。 

 

 

○「進路について考えよう２」 

・高等部の作業学習を体験した 

り、高等部の先輩の姿を見た 

りすることで、高等部進 

学に向けての意識を高める。 

 

 

○「仕事について考えよう」 

・福祉事業所での作業体験を通

して、勤労の大切さを知り、自

分の行動や生活を見直す。 

 

 

○「卒業に向けて準備を 

しよう」 

・中学部３年間の行事や友達と 

の思い出を振り返る。 

・入学検査の学力検査や面接な

どの練習に取り組む。 

・進学に向けて自分の目当てを

考える。 

 

 

３ 中学部の将来の社会生活に関する学習について～生活単元学習より～ 
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中学部では、作業活動を通して、将来の社会生活に必要な基礎的な知識や技能を身に付け、働

く意欲を培うために、月、水、金曜日の 5、6時間目に＜作業学習＞を行っています。作業班は

生徒の興味・関心、実態や適性などを考慮して、所属する班を決め、3年間で三つの班を体験し

ます。 

作業班で作られた製品は校内で販売し、接客の学習もしています。 

 

リサイクル班 

牛乳パックのラミネートをはが

し、細かくちぎって油吸い取りパ

ックを作る。 

 

 

 

 

木工班 

のこぎりやドライバーなどを使っ

て、木材から箱や椅子などを作

る。 

紙工班 

クラフトパンチで飾りを作る。 

紙を使って封筒やカードを作る。 

クラフト班 

チラシやクラフトバンドを使って、 

かごなどを作る。 

 

 

縫工班 

針と糸で刺し子をし、ティッシュカ

バーなどを作る。 

窯業班 

粘土を型抜きして、箸置きや

皿、マグネット飾りなどを作る。 

＜作業学習班＞ 
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一般的に卒業後の進路先としては、大きく分けると進学、就職、通所、入所、その他の

5通りあります。本校の多くの生徒は卒業後通所しており一部の生徒が就職しています。 
 

○福祉就労について 
 
 

 
 
通所の１～４及び入所についてはすべて障害福祉サービスを受けることになりますの

で、利用申請の際には療育手帳等が必要になります。 

 

 

 

「就労移行支援事業所」は、一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に 

必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行うことを目的としています。 

・利用者ごとに、標準期間（２４か月）内で利用期間を設定しています。 

・事業所内や企業における作業や実習等を通して、本人の適性に合った職場探しを行

います。 

・就労継続支援Ｂ型事業所利用のためのアセスメントを行います。 

 

 

「就労継続支援事業所」は、「障害者総合支援法」に基づく就労継続支援のための事

業所です。一般企業への就職が困難な障害者に就労の機会を提供するとともに、知識

と能力の向上に必要な訓練を行います。雇用契約を結ぶＡ型と雇用契約を結ばないＢ

型があります。 
 

      サービス内容：通所による雇用契約に基づく就労の場の提供を行い、最

低賃金を保障します。 

      富山県の最低賃金は、時給１，０６２円です。（Ｒ７年１０月） 

 ※労働基準法の適用を受けますが、最低賃金については働きぶりなどで 

除外されることもあります。 

 

      サービス内容：雇用契約を結ばず、利用者が支援を受けながら働く“非

雇用型”です。 

 ・富山県の平均月額工賃約 ２２，５８９円。 

  （R５年度実績） 

          

 

 

 

就労継続 

支援Ａ型 

就労継続 

支援Ｂ型 

 

通所 

※就労継続支援Ｂ型事業所は、就労移行支援事業所を利用してＢ型事業所を利用する 

ことが適当と判断された場合、利用できることになっています。 

そのため、卒業後すぐに就労継続Ｂ型事業所を利用するためには、高等部在学中に 

就移行支援事業所でのアセスメントを受けておくことが必要です。 

 

高等部卒業後の進路先について 

１就労移行支援 

２就労継続支援 
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＜とやま地域共生型福祉推進特区・地域共生型障害者就労支援事業＞ 

 指定就労継続支援Ｂ型事業所「はたらくわ」（Ｈ２５開所） 

 事務所「このゆびと～まれ」 富山市富岡町 355 ℡076-493-0765 

 「このゆびと～まれ」の他、いくつもの富山型デイサービス事業所で掃除や食事の補 

助食器洗いなどを手伝う仕事で就労を受け入れています。 

 

  

 

 

 

 

 

「自立訓練（機能訓練・生活訓練）」で、自立した日常生活又は社会生活ができるよう、

一定期間、身体機能又は生活能力の維持・向上のために必要な訓練を行います。 

 

 

 

常時介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創作 

的活動又は生産活動の機会を提供します。 

・対象者：障害支援区分（１～６のうち）３以上 

 

 

 

 

 

 

  

 

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。 

日中活動の生活介護と、住まいの場として施設入所支援を組み合わせて利用すること 

   ができます。 

・対象者：障害支援区分（１～６のうち）４以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入所 

障害支援区分は非該当、区分１～６の６段階あり、数字が大きいほど支援が必要という

ことで、多くのサービスを受けられることになります。区分は市町村の聞き取りと医師の

意見書をもとに審査判定を行い、市町村が認定します。 

３自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

４生活介護 

施設入所 
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○一般就労について 
 
 

 

ハローワークや特別支援地域就労支援アドバイザーと連携しながら、本人の希望や能力、

適性に合うような職場を開拓します。校外就業体験を通して、本人の「その会社で働きたい」

という気持ちと、事業所からの「本人の働きぶりが良い」という評価が合致することで採用

の内諾を得ることができます。 

就職についても障害者雇用になるには療育手帳等が必要になります。 

 

 

 

 

雇用形態は 1年間の契約社員やパートタイマーなどが多く、年度で更新する形となって

います。 

＜障害者の雇用に関する法律について＞ 

全ての事業主は、法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があります（障害 

雇用率制度）。 

・法定雇用率：民間企業 2.５％（令和６年４月１日より） 

 

 

 

「特例子会社」とは、障害者雇用に特別に配慮した子会社を設立し、雇用した障害者 

を親会社の雇用とみなす制度です。 

本社が富山県にある特例子会社は、以下の６社です。 

                （R６年６月現在 厚生労働省ＨＰより） 

・アルビスクリーンサポート（株）射水市 親会社：アルビス（株） 

・小林製薬チャレンジド（株）   富山市 親会社：小林製薬（株） 

・（株）Ｆ&Ｆ          砺波市 親会社：（株）ヨシケイライフスタイル 

・G＆Gアソシエイト（株）   富山市 親会社：（株）G＆Gホールディングス 

・朝日印刷ビジネスサポート（株）富山市 親会社：朝日印刷（株） 

・北陸電力ウィズスマイル（株） 富山市 親会社：北陸電力（株） 

 

 

「チャレンジ雇用」とは、１年間以内の期間を単位として、官公庁などに非常勤職員と 

して雇用する制度です。１～３年間の業務の経験を踏まえ、ハローワーク等を通じた一般 

企業等への就職を実現します。 

 

 

 

就職 

特例子会社 

チャレンジ雇用 

一般企業 
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R4 R5 R6

１

就労移行支援事業

２ ３ １

８ １０ ９
自立訓練 ３ ３ １
生活介護 ６ ９ ４

施設入所

家庭（在宅） ３
進　　　学

合　　　計 19 29 15

通
所

本校高等部の過去３年間の進路状況

　　年度

企
業
就
労

　製　造　業

　卸・小売り、飲食

　サービス

　農　業

運搬

包装

清掃

その他

就労継続支援事業（Ａ）

就労継続支援事業（Ｂ）

地域活動支援センター

そ　の　他
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○将来に向けて身に付けたい力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般企業への就労の可能性を高めるためには、就労に必要な要件の『職業準備性』

（働く意欲、仕事に対する知識・技能、働く態度、コミュニケーションなどの対人技能、

基本的な生活習慣、体力、身だしなみ、挨拶など）を高めておくことが大切です。 

（下図参照） 

・福祉サービス事業所への就労においても、健康管理や日常生活管理をしっかり身に

付けて習慣化し、それを基盤として作業学習を始めとした授業や就業体験、家庭で

のお手伝いなどを通して、対人技能・基本的労働習慣・職業適性を伸ばしていきま

しょう。 

   


